
〇 現在、自動車関連産業においては、世界的に加速する脱炭素化・電動化により、その取り巻く環境が大きく変化しており、地域の自動
車メーカーを頂点とした自動車関連サプライヤ企業にとっては、こうした変化への対応が重大かつ喫緊の課題となっている。

〇 サプライヤは地域の自動車メーカーが示す脱炭素化・電動化の方針に対応（※）していく必要があるが、小規模なサプライヤは、自力
のみでは対応できない事態（⇒望まない廃業）が想定される。
※ 事業活動に必要な電力のゼロ・カーボン化、製造工程に必要な熱の再エネ化、EV用部品の製造、新分野への業態変更etc…

⇒ 「100年に１度の変革期」とも呼ばれるこの難局にあっても誰一人取り残されない「ひろしまのクルマづくり」を達成するべく、小規
模なサプライヤの実態を踏まえた支援施策を検討する協議体を、地域の自動車メーカーの協力を仰ぎながら構築する。

■協議体構築の考え方

■協議体運営のイメージ

支援施策の実施

実施項目 令和４、５年度 令和６年度 令和７年度以降（予定）

⑴ 基本コンセプトの提案

⑵
協
議
体
の
運
営

参加企業の勧誘・
選定

グループワークに
よる協議

報告会の開催

⑶ サプライヤの課題・
ニーズ調査

⑷ 支援施策の提案
支援施策
の提案

課題・ニーズ調査
結果の分析

・成果結果報告
・次年度以降の協議
体の活動計画案等

令和４年度テーマ
・「守り（調達・製造・販売の効率化と省エネ」
・「攻め（新地域・新製品・新事業）」
令和５年度テーマ
・「共通課題討議（効率化・デジタル化や事業拡大に向けた課題）」
・「共同スキーム研究会」
・「コア技術・強み整理」

基本コンセプ
トの提案

・ティア２以下のサプライヤ
20社程度参画

・調査結果及びグループワークでの協議を基に課題整理
・本市が取り組むべき支援策を２案以上策定

・地域企業503社に対して調査実施

※以下の取組は、コンサル会社等への委託により実施。

支援施策の提案に係る本市との
意見交換、調整

自動車関連産業の脱炭素化・電動化に関する協議体の運営等業務 概要資料

グループワーク
及び課題討議

勧誘・選定

支援施策
の提案

勧誘・選定

基本方針
の提案

・令和４、５年度からの継続
参加企業含む20社程度

協議体の議論を踏まえた支援施策の実施

課題・ニーズ調査
結果の分析

・地域企業503社に対して調査

支援施策の提案に係る本市との
意見交換、調整

事前提案事前提案

発足会議 発足会議 グループワーク
及び課題討議

令和６年度
「地域自動車サプライヤの事業拡大

モデルケースの創出」
協議体参加企業のうち、3社程度を募り、コア技術・強みを生か
した事業拡大を実現するための事業計画を個社ごとで専門家とと
もに作成する。協議体全参加企業に対して作成した事業計画や課
題等を共有、協議する場を設定し、実行性の高い事業計画にリバ
イスするとともに、企業間連携及び協業の機運を醸成する。 ・成果結果報告

・次年度以降の協議
体の活動計画案等


